






























































































































































































































































































































































































































































































































































































1990(H 2)年 9月～ 各裁判所からの和解勧告→国は和解拒否
1992(H 4)年 4月 環境庁総合対策事業実施（1991年11月の中央公害対策審議会答申「今後の水俣病対策のあり方について」に基づく）
5月 水俣市及び実行委員会水俣病慰霊式開催（1996年～環境大臣出席）
1994(H 6)年12月 与党三党水俣病問題の解決について検討開始












































































































































































レクション 鶴見和子曼荼羅Ⅵ 魂の巻 水
俣・アニミズム・エコロジー』藤原書店、1998
年所収、105頁。初出は、『長崎の証言』誌、
長崎の証言の会、1981年夏号）のは、石牟礼
が久高島のような南島やそこでユタによって
行われてきたイザイホーといった儀式に強い
興味を持ってきたことにもよるが、同時に石
牟礼のこうした発言からシャーマン的な性格
を読み取ってのことでもあろう。
24 日本の里山にも同様のことが言える。鬼頭秀
一『自然保護を問い直す』筑摩書房、1996年。
25 石牟礼道子『蘇生した魂をのせて』河出書房
新社、2013年、138-139頁。
26 石牟礼道子の近代批判については岩岡中正
「共同性のパラダイム転換 －石牟礼道子と共
同性の回復－」『熊本法学』97号、1-28頁を参
照。
27 金井景子「「償い」を問う －「水俣病」と石
牟礼道子の『苦海浄土』の半世紀－」『早稲田
大学教育学部 学術研究（国語・国文学編）
第58号、39･51頁2010年。
28 ただし、飯舘村の場合、石牟礼の描き出すア
ニミズム的・神話的世界とは異なるものの、
奪われた自然の意味については語られている。
千葉悦子、松野光『飯舘村は負けない 土
と人の未来のために』岩波書店、2012年など
を参照。
29 水俣病に関する社会科学的研究会前掲文書、
13頁。
30 馬場朝子・山内太郎前掲書、138-139頁。
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